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ニュースを読み解く�

人
へ
の
誹
謗
中
傷
な
ど
が
あ
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
「
悪
の
無
法
地
帯
」
と

形
容
す
る
メ
デ
ィ
ア
も
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
は
、
ネ
ッ
ト

社
会
の
匿
名
性
を
最
大
限
に
利
用
し
て

い
る
こ
と
に
共
通
点
が
あ
る
。
そ
こ
で

匿
名
性
の
是
非
が
浮
か
び
上
が
る
。「
言

論
の
自
由
や
民
主
主
義
の
健
全
な
発
展

の
た
め
に
も
、
発
信
者
の
実
名
の
明
記

を
ル
ー
ル
化
す
べ
き
」
と
唱
え
る
声
も

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
匿
名
性
は
言
論
の

自
由
の
中
に
含
ま
れ
る
と
し
た
反
論
も

多
い
。
あ
る
識
者
は
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
は
危
険
な
情
報
や
ガ
セ
ネ
タ
も
混

ざ
っ
て
い
る
」
と
し
た
う
え
で
、「
匿
名

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
敵
視
す

る
よ
り
、
そ
う
し
た
情
報
を
吟
味
・
選

択
す
る
判
断
力
を
ユ
ー
ザ
ー
が
身
に
つ

け
る
べ
き
」
と
主
張
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
有
害
情
報
の
掲

載
を
認
め
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
（
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
接
続
業
者
）
の
管
理
責
任
を

問
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
法
学
者
の
間
で
は
「
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
の
法
的
責
任
を
問
う
の
は
無
理
が

あ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
強
い
。「
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
は
情
報
の
流
通
経
路
の
管
理

者
に
す
ぎ
な
い
。
電
話
で
犯
罪
計
画
を

話
し
合
っ
て
も
、
電
話
回
線
の
管
理
責

任
が
問
わ
れ
な
い
の
と
同
じ
こ
と
」
と

説
明
す
る
識
者
も
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
有
害
情
報
に
対

し
て
法
的
規
制
を

す
べ
き
か
ど
う
か

も
、
中
心
的
な
論

点
の
一
つ
で
あ
る
。

「
法
律
で
明
確
に
規

制
す
べ
き
」
と
い
う
強
い
主
張
も
見
ら

れ
る
。
こ
れ
に
は
「
法
的
規
制
は
表
現

の
自
由
を
脅
か
す
も
の
。
ユ
ー
ザ
ー
の

自
主
性
に
委
ね
る
べ
き
」
と
い
う
主
張

が
対
置
さ
れ
る
。
ま
た
、「
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
は
本
来
は
仲
間
内
の
通
信
手
段
。

私
的
通
信
を
公
的
権
力
が
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
は
、
憲
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

検
閲
に
な
り
か
ね
な
い
」
と
い
う
反
論

も
あ
る
。
一
方
で
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

は
だ
れ
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
で
、
事
実

上
保
護
の
対
象
に
な
る
私
的
通
信
性
を

失
っ
て
い
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
で
一
番
多
い

の
は
わ
い
せ
つ
画
像
の
掲
載
だ
が
、
現

行
法
で
は
そ
の
対
応
に
限
界
が
あ
る
、

と
指
摘
す
る
法
学
者
は
多
い
。
刑
法
で

は
わ
い
せ
つ
物
の
対
象
を
「
文
書
、
図

画
そ
の
他
の
物
」
と
し
て
い
る
が
、
画

像
情
報
を
わ
い
せ
つ
物
の
対
象
と
す
る

こ
と
は
現
行
法
の
拡
大
解
釈
で
あ
る
、

と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

そ
の
後
の
結
論
は
法
学
者
の
間
で
分
か

れ
る
。「
だ
か
ら
、
新
し
い
型
の
犯
罪
に

対
応
で
き
る
新
し
い
法
律
が
必
要
」
と

い
う
意
見
と
、「
だ
か
ら
、
法
的
規
制
に

よ
ら
ず
、
ユ
ー
ザ
ー
の
自
主
規
制
に
委

ね
る
べ
き
」
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
た

だ
し
、
現
行
法
で
わ
い
せ
つ
画
像
・
情

報
に
対
応
で
き
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

法
的
規
制
に
対
し
て
は
慎
重
な
論
者

の
中
に
も
、
な
ん
ら
か
の
ル
ー
ル
作
り

は
必
要
と
い
う
声
は
少
な
く
な
い
。
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
の
間
で
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
る
と
こ
ろ
が
出
て
き
て
お
り
、
あ

る
大
手
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
「
公
序
良
俗

に
反
す
る
情
報
発
信
は
拒
否
し
て
い
い
。

有
害
だ
と
思
わ
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
は
切
る

べ
き
だ
」
と
断
言
す
る
。
し
か
し
、
業

者
に
よ
る
規
制
に
つ
い
て
は
、「
だ
れ
が

ど
う
い
う
基
準
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
か
」

と
い
う
問
題
が
残
る
。
ま
た
、「
何
万
ペ

ー
ジ
も
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
の
は
事
実
上
不
可
能
」
と
い
う

現
実
論
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
議
論
百
出
の
中
で
、「
ど

の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
な
の

か
、
今
は
だ
れ
も
自
信
を
持
っ
て
答
え

ら
れ
な
い
。
人
類
は
、
か
つ
て
こ
の
よ

う
な
メ
デ
ィ
ア
を
持
っ
た
こ
と
が
な
か

っ
た
」
と
、
そ
の
問
題
の
大
き
さ
を
認

め
る
声
も
あ
る
。

昨
年
12
月
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
毒
物
を
入
手

し
た
女
性
と
送
り

主
が
自
殺
す
る
事

件
が
起
き
、
社
会

に
衝
撃
を
与
え
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
犯
罪
に
は

毒
物
・
薬
物
売
買
の
ほ
か
に
わ
い
せ
つ

画
像
の
掲
載
、
詐
欺
、
銃
器
売
買
、
個

匿名性が
生み出す
闇の世界

現行法は
新しい犯罪に
対処できるか

世
界
中
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
お
互
い
に
接
続
し
合
っ
た
世
界

規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
文
書
を
や
り

と
り
す
る
電
子
メ
ー
ル
の
ほ
か
、
映
像
、

音
声
を
使
っ
た
情
報
の
受
発
信
も
可
能
。

電
話
に
代
わ
る
、
次
世
代
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
犯
罪
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タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
、
憲
法
第
21
条
第

２
項
で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
通
信
の
秘

密
」（
法
律
の
レ
ベ
ル
で
は
、
電
気
通
信

事
業
法
第
４
条
な
ど
）
に
よ
っ
て
、
ほ

か
の
メ
デ
ィ
ア
よ
り
も
手
厚
く
保
護
さ

れ
て
い
る
と
い
う
点
だ
。

歴
史
的
に
見
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
に
は
、

15
世
紀
に
生
ま
れ
た
印
刷
モ
デ
ル
、
19

世
紀
に
生
ま
れ
た
通
信
モ
デ
ル
、
'20
年

前
後
に
出
て
き
た
放
送
モ
デ
ル
が
あ
る
。

印
刷
モ
デ
ル
と
放
送
モ
デ
ル
は
情
報
発

信
先
が
不
特
定
多
数
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
通
信
モ
デ
ル
は
電
話
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
も
と
も
と
は
１
対
１
の
通
信

を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

通
信
の
内
容
を
だ
れ
か
が
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
を
禁
じ
る
「
通
信
の
秘
密
」
の

保
護
が
非
常
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
通
信
モ
デ
ル
の

一
つ
で
あ
る
た
め
、「
通
信
の
秘
密
」
を

盾
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
情
報
を
受
発

信
し
よ
う
と
、
電
話
の
会
話
と
同
じ
よ

う
に
自
由
で
あ
る
は
ず
だ
と
の
議
論
が

あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
は
１
対

１
の
通
信
の
枠
か

ら
は
み
出
て
、
不

特
定
多
数
の
人
間

と
の
受
発
信
が
で

き
る
こ
と
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
技

術
革
新
に
よ
っ
て
通
信
と
放
送
と
の
接

近
・
融
合
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

結
果
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
私
な
ど
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
従
来
の
１
対
１
の

電
話
の
よ
う
な
通
信
と
は
異
な
る
「
公

然
性
を
有
す
る
通
信
」
で
あ
る
と
と
ら

え
、
１
対
１
通
信
一
般
と
区
別
す
る
解

釈
を
し
て
み
て
い
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
伝
統
的
な
通
信
で
も
な
く
、
ま
た
、

印
刷
モ
デ
ル
や
放
送
モ
デ
ル
と
も
異
な

る
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
と
ら
え
、

将
来
的
に
は
こ
れ
に
特
有
な
規
律
を
設

け
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
日
本
人
は
一
般
的
に
法
的
規
制
を

好
ま
な
い
が
、
法
的
規
制
が
情
報
社
会

へ
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と

を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
日
本
で
は
立
法
措
置
を
講

ず
る
こ
と
は
一
般
的
に
は
か
な
り
難
し

い
。
欧
米
で
は
新
し
い
状
況
に
対
応
す

る
た
め
の
法
律
改
正
は
し
ば
し
ば
行
わ

れ
る
が
、
日
本
は
い
っ
た
ん
法
律
が
で

き
る
と
な
か
な
か
変
え
る
こ
と
を
し
な

い
。
古
い
法
律
を
新
し
い
状
況
に
適
用

す
る
解
釈
的
対
応
論
が
一
般
的
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
立
法
化
に
よ
る
法
的

規
制
は
、
い
わ
ば
最
後
の
手
段
と
い
う

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
当
面
は
、
ユ
ー

ザ
ー
の
モ
ラ
ル
の
向
上
に
努
め
、
ネ
チ

ケ
ッ
ト
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
）
を
守
る
こ
と
が
肝
要
に
な
っ
て

く
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
新
聞
・

出
版
・
放
送
と
異
な
り
、
組
織
が
な
く

て
も
個
々
人
が
自
由
に
受
発
信
で
き
る

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、

自
分
で
表
現
す
る
以
上
は
、
な
ん
ら
か

の
責
任
を
伴
う
こ
と
を
自
覚
す
べ
き
で

あ
る
。

日
本
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
個
人
向

け
接
続
サ
ー
ビ
ス

が
始
ま
っ
た
の
は

'94
年
だ
が
、
そ
の

普
及
の
ス
ピ
ー
ド

は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
出
版

や
放
送
と
違
っ
て
、
だ
れ
で
も
自
由
に

情
報
を
受
発
信
で
き
る
こ
と
に
最
大
の

特
徴
と
利
点
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
情
報
の
受
発
信
が
自
由

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
悪
用
さ
れ
る
度

合
い
も
高
く
な
り
、
現
実
に
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
起
き
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
（
欧
州

連
合
）
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
生
じ

る
問
題
を
八
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
護
法
益
は
、

国
家
安
全
保
障
、
未
成
年
者
の
保
護
、

個
人
の
尊
厳
の
確
保
、
経
済
の
安
全
・

信
頼
性
、
情
報
の
安
全
・
信
頼
性
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
、
名
誉
・
信
用
の

保
護
、
知
的
所
有
権
、
の
八
つ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
が
出
て
き
た
と
き

に
、
法
律
な
い
し
法
学
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
行
法
の
解
釈
で
対
処
す
べ
き
で
あ

る
（
解
釈
的
対
応
論
）。

現
行
法
の
解
釈
に
は
限
界
が
あ
る
の

で
、
そ
の
一
部
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る

（
一
部
改
正
的
対
応
論
）。

現
行
法
の
解
釈
・
改
正
で
は
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
新
た
に
立

法
化
す
べ
き
で
あ
る
（
立
法
的
対
応
論
）。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
起
き
て

い
る
問
題
の
か
な
り
の
部
分
は
、

の

解
釈
的
対
応
論
で
対
処
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
昨
年
12
月
の
毒
物
宅
配
事
件
の

場
合
も
現
行
の
毒
物
及
び
劇
物
取
締
法

で
対
処
で
き
る
し
、
わ
い
せ
つ
画
像
・

情
報
の
掲
載
に
つ
い
て
も
、
刑
法
第
１

７
５
条
（
わ
い
せ
つ
物
頒
布
等
）
で
対

処
が
可
能
だ
。
わ
い
せ
つ
画
像
・
情
報

に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
「
無
体
物
」
で

あ
る
た
め
、
現
行
法
で
は
犯
罪
の
対
象

に
で
き
な
い
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
学

説
と
し
て
重
要
な
問
題
提
起
だ
と
思
う

が
、
実
際
に
警
察
や
裁
判
所
は
現
行
法

で
対
応
し
て
い
る
し
、
有
罪
判
決
も
出

て
い
る
。
私
も
基
本
的
に
は
現
行
法
で

対
応
で
き
る
と
考
え
る
。

毒
物
売
買
、
わ
い
せ
つ
画
像
・
情
報

な
ど
は
刑
事
法
の
適
用
を
受
け
る
事
案

だ
が
、
民
事
に
お
い
て
も
パ
ソ
コ
ン
通

信
に
よ
る
個
人
の
中
傷
が
名
誉
を
傷
つ

け
る
不
法
行
為
に
あ
た
る
と
の
判
決
が

出
て
い
る
。
こ
れ
も
現
行
法
に
よ
る
対

応
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
問
題

は
現
行
法
で
の
対
処
が
可
能
で
あ
る
。

た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
な
の
は
イ
ン

問題の多くは
現行法で
対応が可能

新しい
メディアとして
対応すべき

現
在
、
世
界
中
の
利
用
者
は
１
億
人
を

越
え
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
日
本
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
は
、
'95
年
の

「W
indow

s
95

」
の
発
売
を
機
に
急
速

に
伸
び
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
状
況

電
気
通
信
事
業
法
第
４
条
で
保
護
さ
れ

る
「
通
信
の
秘
密
」
の
範
囲
は
、
通
信

内
容
に
と
ど
ま
ら
ず
、
通
信
当
事
者
の

住
所
、
氏
名
、
発
信
場
所
、
発
信
回
数

も
含
む
と
さ
れ
て
い
る
。

通
信
の
秘
密

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
に
向
け

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
わ
い
せ
つ
、

悪
質
情
報
な
ど
へ
の
対
応
を
考
え
る
。

通
信
、
印
刷
、
広
告
、
放
送
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
の
変
革
期
に
お
け
る

問
題
点
と
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

推薦図書

識
者
は
こ
う
考
え
る�

ニュースを読み解く�

インターネット犯罪�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
消
費
者
保
護

●

ク
リ
エ
イ
ト
・
ク
ル
ー
ズ

ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊〈
新
世
紀
の
展
望
1
〉

変
革
期
の
メ
デ
ィ
ア
●

有
斐
閣

東
京
大
大
学
院
基
礎
法
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。

一
橋
大
教
授
・
法
学
部
長
を
経
て
、
現
在
中
央
大
法
学
部
教
授
。

郵
政
省
「
電
子
情
報
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
に
関
す
る
研
究
会
」
の

座
長
な
ど
も
務
め
る
。『
ア
ク
セ
ス
権
』（
東
京
大
学
出
版
会
）

『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
高
度
情
報
化
社
会
』（
岩
波
書
店
）

な
ど
著
書
多
数
。

中
央
大
法
学
部
教
授
・
一
橋
大
名
誉
教
授

堀
部
政
男

H
oribe

M
asao

法
的
な

規
制
は
最
後
の
手
段

必
要
な
の
は
ユ
ー
ザ
ー
の

モ
ラ
ル
向
上

5

3

35 わ
い
せ
つ
な
文
書
、
図
画
な
ど
を
不
特

定
の
人
に
配
付
、
販
売
、
陳
列
、
ま
た

販
売
の
目
的
で
所
持
し
た
者
は
、
２
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
２
５
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
さ
れ
る
。

刑
法
第
１
７
５
条

4

4
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